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令和４年度決算

どうなっている？市の財政状況
令和4年度決算を審査

～市民にとって必要な事業を推進できるか、大切な税金の使い道を厳しくチェック～

　令和５年９月定例会は、９月７日から９月２９日まで開かれ、令和４年度一般会計及び特別会計など決算認定、
令和５年度補正予算、条例改正、請願、陳情、議員提出議案など、合計２６件を審査しました。主なものは以下の
とおりです。各議案の表決結果は、８ページをご覧ください。
※下記金額は千円以下を四捨五入したため、金額が合わない場合もあります。

個人市民税
法人市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

国民健康保険

土地取得

介護保険

後期高齢者医療

水道事業

下水道事業

49億8,776万円

80万円

38億8,192万円

9億4,122万円

13億8,513万円

1億8,196万円

12億4,952万円

10億8,713万円

49億8,207万円

80万円

37億9,338万円

9億3,923万円

13億1,459万円

6億1,626万円

12億550万円

14億6,837万円

特別会計

公営企業会計

52億9,248万円
8億2,074万円
49億8,120万円
1億6,619万円
4億6,586万円
10億8,937万円

市
税
の
内
訳

特別会計・公営企業会計決算

総額260億
6,575万円
（前年度比2.1%減）

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

49％
3％

12％

1％

39％ 61％

11％

24％

総額245億
6,244万円
（前年度比1.2%減）

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費

そ
の
他
経
費

18％7％
5％

18％
43％ 48％

9％

9％ 7％

23％

13％

国・県支出金
61億5,200万円

補助費など
32億425万円

繰出金
16億4,987万円

国からの交付金
31億1,512万円 扶助費

56億7,959万円物件費
43億3,986万円

普通建設事業費
20億9,256万円

市債
7億6,260万円

市税
128億1,584万円

その他
14億4,869万円

投資的経費投資的経費

人件費
43億4,776万円

使用料及び手数料など
3億7,259万円

財産収入・繰入金など
28億4,760万円

公債費
17億9,986万円

歳入 歳出

歳入 歳出

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

一般会計歳入決算の内訳 一般会計歳出決算の内訳

皆さんが納めた市税１万円の使い道
（単位：円）

0 500 1,000 1,500 3,000

子ども・高齢者・障がい者福祉など
事務管理・徴税・防犯など
道路・公園・橋梁整備など

学校・公民館・体育施設等の運営など
ごみ・し尿処理・保健衛生など
市債の償還・利子の支払いなど

防災・消防・救急など
市議会運営など

商業振興・観光推進など
農業振興・労働対策など

認定認定

2,998
1,317

1,056
1,202

1,050
475

153
256

52

1,441

（※金額は千円以下は四捨五入）
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◆知立市職員特殊勤務手当条例の一部を改正
する条例
　防疫手当のうち、新型コロナウイルス　感
染症のかかる防疫作業に従事した職員に対し
て支給するものを廃止するもの　　

◆知立市税条例の一部を改正する条例
　新たに市街化区域農地となった土地で激変
緩和措置として固定資産税の免除・減額が適
用された土地で措置終了後も使用収益するこ
とができない土地所有者の負担を軽減するた
め市独自の減免制度を設けるもの

◆知立市個人番号の利用に関する条例の一部
を改正する条例
　市独自に個人番号を利用する事務として次
の事務を加えるもの
　①子ども医療費の支給に関する事務
　②障害者医療費の支給に関する事務
　③精神障害者医療費の支給に関する事務

◆知立市廃棄物の減量及び適正処理に関する
条例の一部を改正する条例
　排出された資源物の持ち去りを禁止するた
め、ごみ集積所からの資源物の持去りを禁止
行為として明記し、違反者に対する罰則を規
定するもの（罰金20万円以下）

◆令和５年度知立市一般会計補正予算（第５
号）
　令和５年度一般会計補正予算（第５号）は、
歳入歳出を3億5,903万3,000円増額し、 総額
262億7,173万円とする。 主な歳入は、個人
市民税2億円、普通交付税1億9,060万7,000
円、 前年度繰越金11億1,630万6,000円の増
額、 財政調整基金繰入金12億6,173万円の
減額。主な歳出は、電子クーポン事業6,000
万円、 生活扶助費4,586万1,000円、住宅扶
助費2,144万6,000円、医療扶助費7,387万
3,000円、基幹系システム標準化対応委託料
2,413万円、トイレ改修工事費819万円、小
学校プール改修工事費770万円の増額。

◆令和５年度知立市国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）
　令和５年度知立市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）は、歳入歳出を1,118万
3,000円増額し、 総額
52億8,318万3,000円
とする。 主な歳入は、
財政安定化基金借入金
845万7,000円。主な
歳出は、国民健康保険
基金積立金574万9,000
円の増額。

条例の改正（主なもの） 令和5年度補正予算（主なもの）

♢歳入歳出の差額から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は一般会計・特別会
計を合わせて14億1,630万余の黒字。

♢個人市民税は前年度比0.3％の増収、法人市民税は5.5％の増収。市税全体で前年比3.3％の
増収。令和元年度に次ぐ過去２番目の税収。

♢財政の弾力性を示す経常収支比率は、前年度84.1％から89.5％に5.4ポイント悪化したも
のの、実質公債費率は低調に推移しており、投資的経費の伸びが微増であったため、財政
調整基金現在高は、23億9,775万円余と過去最高。

♢知立連続立体交差事業は、総事業費約792億円、都市側負担額約663億円（市負担額約125
億円）のうち令和４年度末までの都市側事業実績は約414億円（進捗率62.5％）。市実績約
88億円（進捗率70.9％）。

♢知立駅周辺土地区画整理事業は、総事業費210億円（市負担額105億円）のうち令和４年度
末までの事業実績は約175億円（進捗率83.7％）。市実績約90億円（85.1％）。

令和4年度決算の特徴

こんなことが決まりました


